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2000年はブロードバンド元年と言われ

た年だった。そして、2001年を迎えブロ

ードバンドユーザーの数は確実に伸びてい

る。中でもADSLを含むDSL加入者数

の伸びが著しい。このようなブロードバン

ド時代を迎え、インターネットの大動脈

であるバックボーンがますます重要になっ

てきた。

現在、ブロードバンドという言葉でひ

とくくりにされているADSL、CATV、

FTTHなどの回線は、ラストワンマイル

と呼ばれている。これは、プロバイダーあ

るいは通信事業者と家庭を結ぶアクセス

回線の部分を指し、政府の推進するIT

基本戦略でも謳われているように、各家

庭に高速な常時接続環境を整備するため

に現在最も注目が集まっている部分であ

る。

しかし、インターネットは、アクセス回

線の部分のみを高速化しても意味がない。

プロバイダーの上流部分やプロバイダーや

企業同士を結ぶ回線など、バックボーン

も 併せて強化していかなければ高速なイ

ンターネットは望むべくもない。

バックボーン回線を大別すると次のよ

うに分類される。（1）日本全国の都市間

を結ぶ回線、（2）IX（アイエックス）と

呼ばれるプロバイダーなどのネットワーク

が相互接続する接続ポイント、（3）海外

への回線の3つだ。これらの回線は、おも

に第一種通信事業者と呼ばれる自前で通

信回線を保有する大手通信事業者により

提供されている。

現在、このような回線を提供するのは、

NTTコミュニケーションズ、KDDI、日

本テレコムなど一般利用者にもなじみの

深い大手通信事業者や外資系のバックボ

ーン専門プロバイダーである。これらの事

業者の中でも電話会社系通信事業者は、

基本的に電話事業や企業内通信を前提に

したネットワークを構築してきた経緯があ

る。したがって、電話サービス、専用線

サービス、ATM、フレームリレーサービ

スなど複数のサービス形態が混在したネ

ットワークを構築している。しかし、この

ような形態は、今後、すべての通信がIP

（ Internet Protocol） に統 合 される

「everything over IP」の流れにおいて、

非常に非効率的なネットワーク構成と言

わざるを得ない。

現在、アクセス系各プロバイダーは、

専用線サービスやATMなどの回線の一

部（帯域など）を借り受ける形でバック

ボーン回線を構築している。しかし、こ

のようなネットワーク構成では効率も悪く

コストも下がらない。そこでKDDIと日本

テレコムは、everything over IP の時代

に適合した「ペルセウス」「PRISM」と

いう名称の次世代ネットワークをそれぞ

れ構築中だ。これらのネットワークは、

IPをベースに構築されており、大容量の

データを効率よく伝送することが可能と

なる。まさにブロードバンド時代のインタ

ーネットに最適化されたバックボーンが構

築されつつあると考えていい。ただし、こ

のようなNCC系通信事業者の活発なIP

化策をしりめに、日本の通信業界のガリ

バー企業であるNTTからは、そうした声

が聞こえてこないのは気になる点だ。

光ファイバーの能力を飛躍的に高め

るWDM

このような次世代ネットワークにおいて

通信コストを飛躍的に下げると期待され

て い る の が 、 WDM（ Wavelength

Division Multiplexing）と呼ばれる、

光ファイバーにおける伝送容量を大幅に

増大させることのできる技術だ。これま

で1芯（1本）の光ファイバー（125ミク

ロン）の伝送容量には、実用レベルで

2.4Gbps（一部では10Gbpsの例もある）

とされていた。しかし、WDMは、1芯の

光ファイバーの中に少しずつ波長の異な

る複数の光波を照射することで、光ファ

イバーの能力を数十本分相当にまで高め

ることが可能となる。光ファイバーケーブ

ルを増設する工事は、多大なコストと時

間を必要とするが、WDMを採用するこ

とでより低いコストで現在の数十倍の伝

送能力を手に入れることが可能となる。

通信各社もこのような新技術を積極的に

導入してブロードバンド時代に備えた伝

送容量の確保とコスト削減に努めている。

ダークファイバーの効果

2000年12月27日、NTT東西地域会

社は保有する光ファイバー網を他の通信

事業者に有料で貸し出す「光ファイバー

網のアンバンドル提供」を開始した。こ

のように光ファイバーをアンバンドル化す

ることを通称「ダークファイバー」と呼

んでいるが、このような形態でNTTの光

ファイバー網が他の通信事業者に開放さ

れることで、ADSL事業者などのバック

ボーン構築コストが大幅に下がることが

期待されている。

現にダークファイバーの第一号利用者

であるベンチャー系ADSL事業者「東京

めたりっく通信」では、本社ビルと加入

者回線を収容するNTTビルの間のバック

ボーン回線をダークファイバーに置き換え

ることで、大幅なコスト削減を実現して

いる。同社ではこのようなバックボーンコ

スト削減を料金据え置きのままサービス

速度の増速という形で利用者に還元した。

また、同じくADSL事業者のイー・アク

セスもダークファイバーの導入を決定して

おり、NTTが全国に張り巡らせた光ファ

イバーという資産がダークファイバーとい

う規制緩和措置の効果で有効に活用され

始めた例と言えよう。
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